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表紙：朱雀、紅尾の虎
三好学『桜花図譜』下巻　芸艸堂　大正１０　27cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/966853/1/21
※カラー画像はNDLイメージバンク(https://ndlsearch.

ndl.go.jp/imagebank/theme/miyoshisakura) から
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『角
か く て い

觝秘
ひ じ

事解
か い

』
― 力士ソラキチ・マツダ、アメリカン・ヒーローとなる ―
藤 元 直 樹

国立国会図書館の蔵書から

明
治
維
新
の
後
、
欧
化
の
風
潮
の
中
で
衰
運
に

あ
っ
た
相
撲
が
人
気
を
取
り
戻
す
切
っ
掛
け
と
な
っ

た
の
は
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
３
月
10
日
の
浜
離

宮
延え

ん
り
ょ
う
か
ん

遼
館
に
お
け
る
明
治
天
皇
天
覧
相
撲
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
同
年
６
月
刊
行
の
『
角
觝
秘
事

解
』
は
前
半
に
相
撲
の
様
々
な
起
源
話
を
載
せ
て
い

る
が
、紙
幅
の
多
く
が
こ
の
天
覧
相
撲
に
費
や
さ
れ
、

時
機
に
乗
じ
た
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
催
事
も
興
味
深
い
が
、
本
書
が
注
目
さ
れ
る

の
は
巻
末
に
小
林
清
親
の
弟
子
と
し
て
も
知
ら
れ
る

井
上
探た

ん
け
い景
（
安や
す
じ治
）
に
よ
る
日
本
人
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

第
一
号
松
田
幸
次
郎
事こ

と

荒
竹
寅
吉
（
米
国
で
は
ソ
ラ

キ
チ
・
マ
ツ
ダ
と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
図
像
と
と
も

に
「
角
觝
秘
事
解
附
録
西
洋
角
觝
の
有
無
」
と
題
し
、

そ
の
活
躍
の
記
事
を
収
め
て
い
る
こ
と
だ
。

さ
て
、
ソ
ラ
キ
チ
と
は
一
体
？

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
半
年
毎
に
記
事

索
引
を
刊
行
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
ソ
ラ
キ
チ

が
、
レ
ス
ラ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
時
期
の
日
本

（Japan

）
とW

restling

の
項
目
を
抄
出
す
る
（
２

～
３
頁
）。

索
引
上
で
は
、
こ
の
時
期
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
す
る
「
日
本
」
と
は
ソ
ラ
キ
チ
だ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
さ
そ
う
に
見
え
る
。

先
般
、
藪
耕
太
郎
『
柔
術
狂
時
代
』（
朝
日
新
聞

今 月 の 一 冊

表紙荒竹寅吉肖像

角觝秘事解
松木平吉 編　松寿堂　明治17　20 丁 ; 23cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/859865（モノクロ画像）
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出
版
）
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
米
国
に
お
け
る
「
柔

術
ブ
ー
ム
」
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
短
期

間
な
が
ら
、「
相
撲
」
ス
タ
イ
ル
の
日
本
人
格
闘
家

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
松
田
幸
次
郎
に
つ
い
て
は
相
撲
研
究
家
の
小

島
貞
二
氏
が
関
心
を
寄
せ
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
た（

１
）

が
、
細
部
は
詳つ
ま
びら
か
と
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
来

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

出
身
地
も
当
初
の
日
本
で
の
新
聞
報
道
が
越
前
国

出
身
と
し
て
い
た
た
め
福
井
と
見
な
さ
れ
て
き
た

が
、
実
は
こ
れ
に
は
訂
正
記
事
が
あ
る
。

「
同
人
は
素も

と
越
前
産
れ
の
如
く
聞
き
居
た
る
が

今
ま
越
中
よ
り
の
書
信
に
依
れ
ば
同
人
は
全
く
越
中

国
下し

も
に
い
か
わ

新
川
郡
新あ
ら
や屋
村
農
松
田
七
郎
右
衛
門
の
長
男
に

て
安
政
四
年
八
月
に
生
る
」（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』

１
８
８
５
年
３
月
12
日
。
た
だ
し
『
久
徴
館
同
窓
会

雑
誌
』
36
号
、
１
８
９
１
年
６
月
は
「
加
州
津つ

ば
た幡

の

傍
な
る
倶く

り

か

ら

利
伽
羅
村
の
産
な
り
」
と
主
張
し
て
い

る
。）伊

勢
ヶ
濱
（
元
両
國
梶
之
助
）
に
弟
子
入
り
、
荒

竹
と
し
て
番
付
の
末
端
に
名
を
連
ね
て
い
た
と
い
う

松
田
は
１
８
８
３
年
横
浜
で
の
興
行
中
、
米
国
行
き

の
誘
い
を
受
け
て
場
所
の
終
わ
り
を
待
た
ず
に
日

本
を
去
っ
た
と
報
じ
ら
れ
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新

聞
』
１
８
８
４
年
４
月
24
日
）
が
、
出
発
の
模
様
は

１
８
８
３
年
６
月
13
日
『
読
売
新
聞
』
で
は
「
横
浜

居
留
地
十
八
番
館
の
英
人
ケ
ル
ベ
氏
は
先
頃
よ
り
大

坂
辺
に
て
角す

も
う
と
り

力
取
と
軽
業
師
を
雇
ひ
入
れ
ん
と
頻し
き

り

角觝秘事解附録西洋角觝の有無

出 典：The New York times index : the master key to the news : for the 
published news of 1880-1885. New York: New York Times Company.　
<Z92-529>

標題紙

1885年上半期

⑥

⑦
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に
奔
走
中
な
り
し
が
此
ほ
ど
同
府
に
て
軽
業
師
二
人

は
一
ヶ
月
五
百
円
角
力
取
浜
田
庄
吉
小
川
龍
太
郎
の

両
人
は
一
ヶ
年
二
百
円
伊
藤
鉄
五
郎
松
田
幸
次
郎
の

両
人
は
同
三
百
円
の
約
定
に
て
雇
ひ
入
れ
何
れ
も
英

国
汽
船
オ
シ
ヤ
ニ
ツ
ク
号
に
乗
組
ま
せ
昨
日
午
前
十

時
米
国
桑
港
へ
向
け
横
浜
を
出
帆
し
ま
し
た
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
船
に
は
留
学
の
途
に
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
の
息

子
一
太
郎
・
捨
次
郎
が
乗
り
合
わ
せ
て
お
り
、
米
国

に
招
聘
さ
れ
た
芸
人
一
行
に
接
し
て
い
た
。

福
沢
捨
次
郎
は
、
そ
の
雇
主
を
「
バ
ー
ナ
ム
サ
ル

キ
ュ
ラ
ス
」
と
日
記
に
記
す（

２
）。
つ
ま
り
見
世
物
興
行

で
有
名
な
Ｐ
・
Ｔ
・
バ
ー
ナ
ム（

３
）が
日
本
の
芸
に
眼
を

つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
足
芸
人
三
人
、

力
士
三
人
、
婦
女
五
人
、
綱
渡
一
人
、
大
神
楽
二
人

の
都
合
一
四
人
。「
力
士
は
三
人
な
が
ら
身
体
小
に

し
て
、
迚
も
東
京
に
て
幕
は
愚
か
二
段
目
に
も
這は

い

る

こ
と
覚
束
な
き
も
の
な
り
。
之
を
連
行
く
米
国
人
の

話
に
も
、
本も

と

成な
る
た丈
け
大
な
る
者
を
撰
び
た
れ
ど
も
、

稍や

や々

力
量
あ
る
者
は
皆
洋
行
を
嫌
ふ
が
故
、
已や
む

を
得

ず
此
の
如
き
小
な
る
者
を
雇
入
れ
た
る
な
り
と
」（
原

文
漢
字
カ
ナ
）

福
沢
諭
吉
に
は
息
子
か
ら
、
松
田
の
活
躍
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、諭
吉
は
一
太
郎
宛
の
書
簡
に
、

米
国
の
話
に
聴
衆
が
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
い
た（

４
）。

体
を
張
っ
た
興
行
ゆ
え
、骨
折
等
の
怪
我
も
あ
り
、

十
全
に
活
動
出
来
た
期
間
は
短
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

　全文検索の時代となって紙のインデックスは無用の長物と化したと
見る向きもあるかもしれないが、同時代における世界認識（何を採録
するかという価値判断）を刻印した史料として重要視されるべきもの
だろう。
　インデックスに採られた関連記事（丸数字）の実際の紙面での見出
しを参考のため右に掲出する。⑦は妻に対するDV 事件の報道だが、
その顛末は不明。『東京絵入新聞』記事（次頁に掲載）は「妻を打擲
せし」噂を否定するが、慣習の違いによる何らかの摩擦が生じていた
可能性は高い。『東京横浜毎日新聞』1885 年 4月25日は「虎吉は日本
裏長屋の格式にて細君を取扱ふ積りにて居りしにや其花嫁殿をステツ
キにて打擲し且其首を斬んと脅迫したるが為に嫁殿に訴へられた」と
伝えている。

ニューヨーク・タイムズ記事索引に見る
　　"Japan" と "Wrestling"

1884年上半期 1884年下半期

"Japan"
の項目なし

① No Match for Matsada -The Japanese Champion's Easy 
Victory. He Throws the Irish Champion in a Wrestling-Match 
at Clarendon Hall Before a Large Assemblage.

② The Champion Wrestler of Japan Among New-York Athletes.
③ Bibby a Child in His Hands -The "Jap" Proves His Right to the 

Title of Champion.
④ Ross Beats Sorakichi -The Cleveland Wrestler Too Much for 

The "Jap" at His Own Style.
⑤ Matsada Given the Match -Policeman Quigley Stops 

Wrestling in the First Bout.
⑥ Much Like a Fight -Matsada Sorakichi Refuses to Finish His 

Wrestling Match with Carl Abs.
⑦ Wrestler Sorakichi's Wife -She Askes the Court to Punish 

Him for Threatening Her Life.

①
②

③

④

⑤

ニューヨーク・タイムズ紙面での見出し
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１
８
９
１
年
初
頭
ま
で
各
地
で
試
合
に
立
ち
続
け
て

い
た
。
病
に
倒
れ
同
年
８
月
15
日
死
去
。

松
田
幸
次
郎
の
歴
戦
の
詳
細
は
紙
幅
の
都
合
で
略

し
た
が
、
日
本
に
対
す
る
好
悪
が
生
じ
る
以
前
の
全

く
情
報
が
な
い
神
話
的
な
時
代
に
、
善
玉
・
悪
役
と

い
っ
た
色
付
け
か
ら
も
自
由
に
活
躍
し
た
そ
の
雄
姿

に
は
、
改
め
て
光
を
当
て
た
い
と
こ
ろ
だ
。

1　「日本プロレス事始め」『大衆文芸』53(10), 1993.11　< 当館請求記号 Z13-645> 等。
2　「福沢捨次郎米国行日記」『福沢諭吉全集　別巻』岩波書店 , 1971, p. 215　< 当館請求記号 US21-7>
3　「見世物」を扱った人物として山師的に見られがちであったが、映画『グレイテスト・ショーマン』の

ヒットもあり、近年はマイノリティに居場所を与えた人物と見られている。
4　福沢一太郎宛福沢諭吉書簡　明治 17（1884）年 6 月 6 日付『福沢諭吉全集　17 巻』岩波書店 , 

1961, pp. 673-674　https://dl.ndl.go.jp/pid/2941593/1/355

※原則、引用の旧字は新字に、旧かなづかいはママとし、一部の漢字にルビをふった。

米国に残されたソラキチ（松田幸次郎）の痕跡

1908 年 刊 行 の 未 来 戦 小 説 ア ン ソ ロ ジ ー Rowan Stevens et al., The Battle for the Pacific: and other 
adventures at sea. New York: Harper & Brothers Publishers, 1908.（筆者蔵）。Rowan Stevens 作の表題
作のサブタイトルが「Sorakichi-Prometheus」。この時期にはまだ彼を記憶していた人々がいたこ
とを示すものであろう。アメリカン・ヒーローとして活躍する登場人物名にソラキチが採用され
ている。作者になんらかの思い入れがあったのだろうか。

アメリカの煙草製造会社「Allen&Ginter」
が、商品のおまけにつけたカードにソ
ラ キ チ が 描 か れ て い る。1887 年 に 発
行された "World's Champions," Series 1 
(N28) の中の１枚。

（出典：メトロポリタン美術館ウェブサ
イ ト https://www.metmuseum.org/art/
collection/search/410182）

松田幸次郎（左）とその妻の肖像。松田が米国から送ってきた写真をもとにしたもの。
（出典：『東京絵入新聞』2991 号 , 1885 年 6 月 2 日 , 絵入新聞両文社  https://dl.ndl.go.jp/

pid/12967601/1/1）

4国立国会図書館月報 756号 2024.4

https://dl.ndl.go.jp/pid/2941593/1/355
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/410182
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/410182
https://dl.ndl.go.jp/pid/12967601/1/1
https://dl.ndl.go.jp/pid/12967601/1/1


生駒幸子氏プロフィール
龍谷大学短期大学部准教授。児童文化研究（戦中・戦後の翻訳

絵本の歴史研究）を専門とし、共編著に『ことばと表現力を育む
児童文化』（萌文書林）、『西宮のむかし話―児童文学から文学へ』

（関西学院大学出版会）等、児童書と子どもに関する書籍を多数
執筆。食と農の楽しさを伝えるWEBマガジン『Moglab』（龍谷大
学）で、「絵本と食べ物のおはなし」を連載中。

国立国会図書館国際子ども図書館では、2023 年 10 月 1 日（日）から 12 月 24 日（日）まで開

催した展示会「おいしい児童書」の関連講演として、龍谷大学短期大学部准教授の生駒幸子氏

を講師にお迎えし、食べものが描かれた絵本についてお話しいただきました。絵本を異文化理解、

暮らし、ジェンダーという 3 つの視点から読み解く興味深い内容でした。絵本に描かれたおいし

そうで幸せそうな場面とともに、お話の内容をダイジェストでお伝えします。

（文責　本誌編集担当）

Fo
od 

in 
pic

tur
e b

ook
s in 

the co
ntext of cross-cultural understanding, lifestyle, and gender

絵本に描かれる
食べもの

異文化理解、暮らし、
ジェンダーの視点から

講演会

講師：生駒幸子氏

※本記事に掲載する絵本はすべて国際子ども図書館所蔵。【　】内は国立国会図書館請求記号。
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１　

戦
後
絵
本
史
に
お
け
る
食
べ
も
の
が
描
か
れ

る
絵
本
―
歴
史
的
考
察
―

絵
本
の
中
で
頻
繁
に
食
べ
も
の
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
や
は
り
戦
後
で
あ
る
よ
う
で
す
。
児
童
文

学
史
に
お
け
る
食
べ
も
の
が
描
か
れ
る
作
品
に
つ
い
て
、

『
子
ど
も
の
本
と
〈
食
〉 

物
語
の
新
し
い
食
べ
方
』（
玉
川
大

学
出
版
部
、
２
０
０
７
年
）
に
佐
々
木
由
美
子
氏
の
論
考

が
あ
り
ま
す
。
佐
々
木
氏
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
児
童

文
学
作
品
に
つ
い
て
、
１
９
６
０
年
を
起
点
に
し
て
、
そ
れ

よ
り
前
と
後
の
作
品
群
を
社
会
文
化
的
視
点
か
ら
歴
史
的
に

考
察
し
て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
以
前
で
は
食
べ
る
こ
と

よ
り
も
精
神
性
を
重
視
し
て
、
露
骨
な
食
欲
は
忌
む
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
、
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
以
降
は
、
食
べ
る
喜
び
、
作
る
楽
し
さ
が
い

き
い
き
と
描
か
れ
る
作
品
が
徐
々
に
増
え
た
と
い
う
傾
向
を

捉
え
て
い
ま
す
。
読
み
物
と
絵
本
の
歴
史
は
異
な
る
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
が
、
絵
本
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
な

と
思
い
な
が
ら
調
査
し
ま
し
た
（
上
表
）。

こ
の
表
の
先
頭
に
出
て
く
る
の
は
、
戦
後
の
絵
本
の
記
念

碑
的
出
版
で
も
あ
る
岩
波
書
店
の
〈
岩
波
の
子
ど
も
の
本
〉

シ
リ
ー
ズ
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
者
は
石
井
桃
子
さ

ん
と
光み
つ
よ
し吉
夏
弥
さ
ん
で
す
。
１
９
５
３
年
か
ら
１
９
５
４
年

ま
で
の
２
年
の
出
版
を
第
１
期
と
考
え
る
と
、
24
冊
の
う
ち

22
冊
が
翻
訳
絵
本
で
し
た
。
こ
の
中
で
特
に
食
べ
も
の
が
描

か
れ
て
い
る
の
が
、『
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
』
と
『
ひ
と
ま
ね
こ

ざ
る
』
で
す
。『
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
』
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』
に
は
、

後
で
触
れ
ま
す
が
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
が
出
て
き
ま
す
。

１
９
５
６
年
４
月
か
ら
、〈
岩
波
の
子
ど
も
の
本
〉
に
多
大

な
影
響
を
受
け
て
、
福
音
館
書
店
が
〈
こ
ど
も
の
と
も
〉
と

い
う
月
刊
絵
本
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。〈
こ
ど
も
の

と
も
〉
の
創
刊
号
１
９
５
６
年
か
ら
１
９
７
０
年
ま
で
を
調

べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
寺
村
輝
夫
さ
ん
の
『
ぞ
う
の
た
ま
ご
の

た
ま
ご
や
き
』
と
『
お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き
』
２
冊
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
食
べ
も
の
や
食
べ
る
喜
び
を
中
心
に
描

い
た
作
品
で
は
な
い
の
で
す
が
、こ
の
２
冊
と『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』

以
外
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
６
２
年
に
、
読
み
物
『
い
や
い
や
え
ん
』
が
出
版
さ

れ
ま
す
。
作
品
に
は
、
主
人
公
の
し
げ
る
ち
ゃ
ん
の
旺
盛
な

食
欲
や
食
べ
る
・
食
べ
ら
れ
る
の
関
係
性
も
描
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
保
育
士
経
験
の
あ
る
中
川
李
枝
子
さ
ん
の
作
品
で
す

が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
し
た
経
験
が
あ
り
、
子
ど
も
の

実
態
、
つ
ま
り
生
活
や
遊
び
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
た
作
品
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
川
李

枝
子
さ
ん
が
１
９
６
３
年
12
月
の
〈
こ
ど
も
の
と
も
〉
に
お

い
て
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
〈
岩
波
の

子
ど
も
の
本
〉『
ち
び
く
ろ
さ
ん
ぼ
』
に
触
発
さ
れ
て
で
き
た

作
品
で
、「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
よ
り
も
何
か
お
い
し
い
も
の
と

い
う
こ
と
で
「
カ
ス
テ
ラ
」
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

１
９
６
７
年
に
は
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』。
11
ぴ
き
の
ね
こ
が

大
き
な
魚
を
捕
ま
え
、
持
っ
て
帰
っ
て
食
べ
よ
う
ね
、
と
言
っ

て
い
た
の
に
我
慢
で
き
ず
に
帰
る
途
中
で
食
べ
て
し
ま
う
と

い
う
お
話
で
す
。
１
９
７
２
年
に
は
、『
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん

の
ほ
っ
と
け
ー
き
』。
材
料
や
道
具
を
揃
え
て
作
る
楽
し
さ
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ほ
っ
と
け
ー
き
」

の
焼
け
る
プ
ロ
セ
ス
が
描
か
れ
た
見
開
き
が
大
好
き
で
す
。

１
９
７
３
年
に
は
『
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
』。
様
々
な
パ
ン

が
出
て
き
て
お
い
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

１
９
７
６
年
に
は
翻
訳
絵
本
で
す
が『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』。

あ
お
む
し
が
い
ろ
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
が
葉
っ
ぱ
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
成
長
し
、
最
後
は
美
し
い
蝶
々
に
な
る
お

話
で
す
。
ま
た
、読
み
物
で
は
『
ふ
し
ぎ
な
か
ぎ
ば
あ
さ
ん
』。

私
も
小
学
生
の
と
き
に
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
の
で
す
が
、
と

て
も
お
い
し
そ
う
な
絵
で
、
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
、
サ
ラ
ダ
、
い

ち
ご
な
ど
、
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
る
く
ら
い
お
い
し
そ
う
で

1953 年 12月～ 岩波書店〈岩波の子どもの本〉シリーズ
　『ちびくろさんぼ』（1953 年）、『ひとまねこざる』（1954 年）

1956 年 4月～ 福音館書店月刊絵本〈こどものとも〉
　『ぞうのたまごのたまごやき』（1956 年 7月）、『おしゃべりなたまごやき』（1959 年 2月）

1962 年 読み物『いやいやえん』（福音館書店）
1963 年 『ぐりとぐら』　（福音館書店〈こどものとも〉1963 年 12月）
1967 年 『11 ぴきのねこ』（こぐま社）
1972 年 『しろくまちゃんのほっとけーき』（こぐま社）
1973 年 『からすのパンやさん』（偕成社）

1976 年 『はらぺこあおむし』（偕成社）
読み物『ふしぎなかぎばあさん』（岩崎書店）

1981 年 『くだもの』（福音館書店）
1982 年 読み物『こまったさんのスパゲティ』（あかね書房）
1983 年 『14 ひきのあさごはん』（童心社）

1987 年 読み物『わかったさんのクッキー』（あかね書房）
『いそがしいよる』（福音館書店）

1994 年 『バムとケロのにちようび』（文溪堂）

（上記の「読み物」以外は、すべて絵本）
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し
た
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
は
追
い
き
れ
な
い
の
で
代
表
的
な
も

の
し
か
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
食
べ
も
の
が
描
か
れ
る
絵
本
が
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に
は
「
食
育
基
本
法
」
が
公
布
・

施
行
さ
れ
、
国
全
体
で
食
文
化
や
食
を
通
し
た
教
育
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
と
め
て
お
き
ま
す
と
、
戦
中
・
戦
後
占
領
期
は
や
は
り

食
べ
も
の
が
描
か
れ
る
絵
本
は
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
わ
ず
か
で
あ
る
印
象
で
す
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
徐
々
に

増
え
始
め
て
、
１
９
８
０
年
代
以
降
は
絵
本
に
食
べ
も
の
が

描
か
れ
る
こ
と
は
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
。
起
点
と
な
っ

た
の
は
、
や
は
り
１
９
６
３
年
の
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
食
べ
も
の
が
描
か
れ
る
絵
本
と
い
う
の

は
本
当
に
満
足
感
、
そ
し
て
幸
福
感
が
あ
り
ま
す
。

２　

絵
本
に
描
か
れ
る
食
べ
も
の 

　

―
異
文
化
理
解
の
視
点
か
ら
―

①
『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』   

今
は
絵
本
と
い
う
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル
で
楽

し
い
も
の
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
の
が
先
ほ
ど
も
触
れ
た
１
９
５
３
年
12
月
に
始

ま
っ
た
岩
波
書
店
の
〈
岩
波
の
子
ど
も
の
本
〉
と
い
う
絵
本

シ
リ
ー
ズ
で
す
。『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』
は
そ
の
う
ち
の
１
冊

で
す
。
戦
後
占
領
期
に
は
特
に
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
流
入
し

て
き
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
斡
旋
に
よ
っ
て
翻
訳
出
版
物
が
増
え
て

き
ま
す
。
占
領
期
以
降
の
そ
の
よ
う
な
動
向
を
見
計
ら
っ
て

出
版
さ
れ
た
絵
本
シ
リ
ー
ズ
で
し
た
。

『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』
の
作
者
は
Ｈ
・
Ａ
・
レ
イ
と
い
う

動
物
と
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
の
絵
本
作
家

で
す
。
原
書
は
ア
メ
リ
カ
で
１
９
４
７
年
に
出
版
さ
れ
て
、

１
９
５
４
年
に
翻
訳
版
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

〈
岩
波
の
子
ど
も
の
本
〉
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
と
、
当
時

の
編
集
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
絵
本
翻
訳
は
異
な
る
文
化
と

の
出
会
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
翻
訳
さ
れ
た
言
葉
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
例
え
ば
、

主
人
公
で
あ
る
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
が
動
物
園
か
ら
抜
け
出

し
て
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
に
入
っ
て
つ
ま
み
食
い

を
す
る
場
面
で
す
。
お
鍋
の
パ
ス
タ
を
体
に
巻
き
付
け
て
、

つ
る
つ
る
食
べ
て
い
ま
す
。
原
書
で
は「Spaghetti

」で
す
が
、

１
９
５
４
年
の
翻
訳
で
は
、
こ
れ
を
「
う
ど
ん
」
と
訳
し
て

い
ま
す
。
当
時
〈
岩
波
の
子
ど
も
の
本
〉
の
編
集
者
と
し
て

石
井
さ
ん
や
光
吉
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
恩
師
の

鳥
越
信
先
生
に
伺
っ
た
の
で
す
が
、
う
ど
ん
に
す
る
か
、
そ

ば
に
す
る
か
、
本
気
で
議
論
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
当

時
の
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
な
ど
見
た
こ
と

も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
状
況
で
す
か
ら
、
子
ど
も
読
者
に
配

慮
し
て
な
じ
み
の
あ
る
食
べ
も
の
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
１
９
５
４
年
の
翻
訳
版
は
縦
書
き
に
し
て
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
社
会
で
は
縦
書
き
が
主
流
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
左
開
き
ヨ
コ
組
み
の
も
の
を
、
右
開
き
タ
テ
組

み
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
進
行
方
向
が
変
わ
る
の
だ
か
ら
、
絵

の
向
き
も
変
え
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
鏡
に
映
す
よ
う

に
し
て
、
こ
れ
を
出
版
用
語
で
は
裏
焼
き
と
か
逆
版
と
言
う

ら
し
い
の
で
す
が
、
絵
の
印
刷
に
も
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
工
夫
か
ら
は
、
編
集
・
翻
訳
し
た
人
々
が
、
絵
本
と
い

う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
絵

本
と
い
う
も
の
が
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
絵
も
物
語
を
構
成

す
る
重
要
な
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

絵
本
に
お
け
る
絵
は
、
文
学
作
品
の
挿
絵
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
物
語
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
だ
と
考
え
た
の
で

す
。先

ほ
ど
の
場
面
も
、
コ
ッ
ク
さ
ん
が
ド
ア
か
ら
入
っ
て
く

る
向
き
や
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
を
食
べ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
の

向
い
て
い
る
方
向
が
、
原
書
と
翻
訳
で
は
逆
に
な
っ
て
い
ま

す
。
絵
本
の
読
者
で
あ
る
子
ど
も
が
絵
本
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
か
を
、
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

横
書
き
、
縦
書
き
で
ペ
ー
ジ
を
開
く
向
き
が
異
な
る
か
ら
、

進
行
方
向
も
変
わ
る
。
進
行
方
向
が
変
わ
る
か
ら
、
絵
の
向

き
も
逆
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
論
理
で
す
。
子
ど
も
の
認
知

『ひとまねこざる』エッチ・エイ・レイ  文・絵　岩波書店 訳編　
岩波書店　1954　【児 726.7-cR45h】
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に
配
慮
し
て
、
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
の
で
す
。

一
般
的
な
書
字
方
向
が
横
書
き
に
な
っ
て
か
ら
、『
ひ
と
ま

ね
こ
ざ
る
』
は
横
書
き
、
ま
た
原
書
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
翻
訳
の
言
葉
も
時
代
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
、

う
ど
ん
は
「
す
ぱ
げ
っ
て
ぃ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。
絵
本
の

編
集
者
に
と
っ
て
も
、
絵
本
を
読
む
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

ま
さ
し
く
海
外
の
絵
本
は
異
文
化
と
の
出
会
い
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

②
『
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
ふ
な
あ
そ
び
』 

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
絵
本
作
家
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ

ム
の
作
品
で
す
。バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
は
、ケ
イ
ト
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ

イ
賞 

（
２
０
２
３
年
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
画
家
賞
と
改
称
）
と
い

う
イ
ギ
リ
ス
で
そ
の
年
に
出
版
さ
れ
た
最
も
優
れ
た
絵
本
を

描
い
た
画
家
に
贈
ら
れ
る
賞
を
２
回
受
賞
し
た
絵
本
作
家
で

す
。
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
の
絵
は
繊
細
な
線
で
描
か
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
自
己
主
張
の
強
い
絵
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
素
朴
で
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
も

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
に
出
て
く

る
子
ど
も
や
動
物
た
ち
も
、
性
格
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
描
き
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
主
人
公

の
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
が
舟
に
乗
っ
て
川
に
で
か
け
る
と
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
が
「
い
っ
し
ょ
に　

つ
れ
て
っ
て
」
と
頼
ん
で

き
ま
し
た
。
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
は
「
い
い
と
も
、
け
ん
か
さ
え　

し
な
け
り
ゃ
ね
」
と
言
っ
て
乗
せ
て
や
り
ま
す
。
次
に
、
う

さ
ぎ
、
う
し
、
や
ぎ
と
出
会
っ
て
、
乗
せ
て
、
と
頼
ま
れ
る

の
で
す
が
、
み
ん
な
に
「
こ
れ
は
し
な
い
で
ね
」
と
い
う
約

束
（
例
え
ば
、う
さ
ぎ
に
は
「
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
し
な
い
」）

を
伝
え
て
気
前
よ
く
舟
に
乗
せ
て
や
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
、

み
ん
な
で
楽
し
そ
う
に
川
を
下
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の

う
ち
、
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
と
の
約
束
事
を
み
ん
な
破
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
舟
の
上
で
暴
れ
る
こ
と
に
な
り
、
舟
は
ひ
っ
く
り

か
え
っ
て
、み
ん
な
川
の
な
か
に
落
ち
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
土
手
に
あ
が
っ
て
お
日
様
に
当
た
っ
て
身

体
を
乾
か
し
た
と
こ
ろ
で
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
は
言
う
の
で
す
。

「
か
え
り
は　

の
は
ら
を　

よ
こ
ぎ
っ
て　

あ
る
い
て
い
く

と
し
よ
う
」

「
そ
ろ
そ
ろ　

お
ち
ゃ
の　

じ
か
ん
だ
か
ら
」

こ
の
「
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
」
は
、
絵
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
食

文
化
の
ひ
と
と
き
で
す
。
見
開
き
い
っ
ぱ
い
に
絵
が
広
が
り
、

文
字
の
な
い
、
絵
だ
け
の
見
開
き
で
す
。
み
ん
な
で
ど
ん
な

に
お
い
し
く
お
茶
を
い
た
だ
い
た
か
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
の
か
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
食
卓
を
囲
む
場
面
に
は

笑
顔
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
は
、
帽
子
を
か
ぶ
り
襟

付
き
シ
ャ
ツ
と
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
正
装
し
て
お
客
様
を
も

て
な
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

や
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
、
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
ポ
ン
ジ
と
い
う
ケ
ー

キ
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。ス
コ
ー
ン
や
ジ
ャ
ム
と
ク
ロ
テ
ッ

ド
ク
リ
ー
ム
と
か
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
定
番
の
も
の
も

並
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
物
語
の
最
後
に
は
、

空
に
は
満
月
が
出
て
い
て
、
み
ん
な
が
帰
っ
て
い
く
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
満
月
の
照
ら
す
光
の
中
を
み
ん
な
満
足

し
て
帰
っ
て
い
く
、
こ
の
よ
う
に
物
語
が
締
め
く
く
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
、
こ
の
絵
本
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

私
は
大
学
院
生
の
時
に
ゼ
ミ
の
仲
間
と
こ
の
絵
本
を
読
む

機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
長
く
留
学
さ
れ
て

い
た
正
置
友
子
先
生
が
、懐
か
し
そ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
の
思
い
出
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
特
産
品
で
あ
る
バ
タ
ー
や
ク
リ
ー
ム
な
ど
乳
製
品
を
使
っ

た
お
菓
子
が
と
て
も
お
い
し
い
こ
と
や
、
本
当
に
イ
ギ
リ
ス

で
は
一
日
中
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

私
は
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
興
味
深
く
お
聞
き
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

絵
本
の
場
面
は
、
私
に
と
っ
て
異
文
化
と
の
出
会
い
で
し
た
。

ま
と
め
る
と
、
異
文
化
理
解
と
い
う
の
は
、
異
な
る
文
化

を
知
る
、
受
け
容
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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２
冊
の
絵
本
で
い
う
と
、『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』
の
場
合
は
、

「Spaghetti

」
が
「
う
ど
ん
」
に
な
っ
て
「
す
ぱ
げ
っ
て
ぃ
ー
」

に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
翻
訳
さ
れ
る
時
代
の
社
会
文
化

的
背
景
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
に
理
解
し
や
す
い
言
葉
に
置
き

換
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
子
ど
も
の
本
の
編
集
・
翻
訳
の
む
ず

か
し
さ
、
も
ち
ろ
ん
お
も
し
ろ
さ
も
見
え
て
き
ま
す
。『
ガ
ン

ピ
ー
さ
ん
の
ふ
な
あ
そ
び
』
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
の
場

面
か
ら
は
、
食
文
化
か
ら
広
が
っ
て
い
く
異
文
化
理
解
、
異

な
る
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
が
見
え
て
き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
田
園
風
景
や
、
庭
、
ふ
な
あ
そ
び
、
お
茶
の
文
化
、
食
器
、

服
装
な
ど
、
絵
本
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
異
文
化
理
解
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
し
た
。

３　

絵
本
に
描
か
れ
る
食
べ
も
の 

　

―
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
―

①
『
14
ひ
き
の
あ
さ
ご
は
ん
』   

い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
の
〈
14
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
〉
の
１

冊
で
す
。
１
９
８
３
年
に
『
14
ひ
き
の
ひ
っ
こ
し
』
と
一
緒

に
２
冊
同
時
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。〈
14
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
〉

は
、
い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
の
代
表
作
に
な
り
ま
し
た
。
海

外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
16
か
国
語
で
翻
訳
出
版
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
ち
い
さ
な
野

ね
ず
み
た
ち
が
、
生
活
す
る
た
め
に
働
い
て
、
食
べ
て
、
眠

る
と
い
う
、
私
た
ち
が
毎
日
し
て
い
る
当
た
り
前
の
日
常
の

暮
ら
し
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
の
第
20

回
絵
本
学
会
大
会
の
記
念
講
演
で
、
い
わ
む
ら
さ
ん
の
〈
14

ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
〉
に
関
す
る
お
話
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
な
か
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
む

ら
さ
ん
の
作
品
の
特
徴
で
も
あ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
四

季
折
々
の
自
然
描
写
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
作
品
を
完
成
さ

れ
る
ま
で
、
い
わ
む
ら
さ
ん
は
、
自
然
や
草
花
、
小
動
物
、

昆
虫
と
い
う
も
の
を
じ
っ
と
観
察
し
て
、
ひ
と
つ
の
も
の
に

つ
い
て
数
百
枚
も
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
た
、
と
い
う
お
話
で
し

た
。
あ
あ
、
だ
か
ら
こ
の
よ
う
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
の
か

と
納
得
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
の
朝
ご
は
ん
の
場
面
に
は「
み
ん
な
で　

つ
く
っ

た　

あ
さ
ご
は
ん
。　

14
ひ
き
の　

あ
た
ら
し
い　

い
ち
に

ち
の　

は
じ
ま
り
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
パ
ン
と
ス
ー
プ
と
野
い
ち
ご
と
、
ジ
ュ
ー
ス
に

ジ
ャ
ム
で
す
。
こ
れ
も
、
先
ほ
ど
の
記
念
講
演
で
の
こ
と
で

す
が
、
い
わ
む
ら
さ
ん
ご
自
身
が
シ
リ
ー
ズ
当
初
か
ら
描
き

た
か
っ
た
の
は
、
こ
の
食
事
の
シ
ー
ン
だ
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。「
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
時
間
が
、
世
代
を
超
え
て
、
国

を
超
え
て
、
家
族
に
と
っ
て
一
番
幸
せ
な
時
間
だ
か
ら
」
と
。

こ
の
作
品
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
粉
か
ら
作
っ
た
生
地
を
焼
い

て
パ
ン
に
し
た
り
、お
と
う
さ
ん
が
家
の
外
で
ス
ー
プ
を
作
っ

た
り
、
野
い
ち
ご
の
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
作
り
な
ど
、
お
い

し
そ
う
な
匂
い
の
す
る
場
面
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
家
族
全

員
で
協
力
し
て
、食
べ
る
も
の
、材
料
を
探
し
て
手
に
入
れ
て
、

道
具
を
使
っ
て
一
か
ら
作
る
。
そ
れ
は
楽
し
い
け
れ
ど
も
苦

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
大
き
な
喜
び
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
が
こ
の
絵
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
同
時
に
出
版
さ

れ
た
『
14
ひ
き
の
ひ
っ
こ
し
』
に
も
、
食
卓
を
囲
む
場
面
が

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
を
乗
り
越
え
て
引
っ
越
し
を

終
え
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
木
の
根
っ
こ
を
見
つ
け
て
、
そ

の
中
に
部
屋
を
作
っ
て
、
橋
を
作
っ
て
、
水
を
引
い
て
き
て
、

食
べ
も
の
を
集
め
て
、
や
っ
と
家
族
が
素
朴
な
夕
ご
は
ん
を

食
べ
る
。
こ
の
当
た
り
前
の
日
常
と
か
暮
ら
し
、
生
活
の
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
生
活
す
る

た
め
に
働
い
て
、食
べ
て
、眠
る
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、

自
然
の
摂
理
に
か
な
っ
た
暮
ら
し
ぶ
り
で
す
。
緻
密
で
あ
た

た
か
い
描
写
、
そ
れ
か
ら
生
活
の
手
触
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
絵
、
飾
ら
な
い
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

〈
14
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
〉
と
い
う
の
は
装
幀
が
非
常
に
凝
っ

て
い
て
、
絵
本
の
表
紙
の
次
の
見
返
し
と
か
、
終
わ
り
の
見

返
し
に
も
家
の
断
面
図
と
か
、
空
か
ら
ね
ず
み
の
お
う
ち
を

見
た
絵
と
か
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
カ
バ
ー
と
本
体

の
表
紙
の
絵
が
違
う
と
い
う
楽
し
み
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
絵
本
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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②
『
せ
か
い
い
ち
お
い
し
い
ス
ー
プ
』 

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
絵
本
作
家
マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン

の
作
品
で
す
。
彼
女
は
コ
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
と
い
う
、
ア
メ
リ

カ
の
児
童
図
書
館
協
会
が
出
し
て
い
る
、
そ
の
年
に
出
版
さ

れ
た
最
も
優
れ
た
絵
本
に
贈
ら
れ
る
賞
を
３
回
も
受
賞
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』

が
最
も
知
ら
れ
て
い
て
、
ど
の
家
庭
に
も
、
保
育
所
、
幼
稚

園
に
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
作
品
の
あ
ら
す
じ
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。
昔
、
戦
争

が
終
わ
っ
て
は
ら
ぺ
こ
の
３
人
の
兵
隊
が
あ
る
村
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
お
腹
が
空
い
て
い
る
の
で
１
軒
１
軒
家
を
ま

わ
っ
て
、
村
人
に
食
べ
も
の
を
分
け
て
ほ
し
い
と
お
願
い
す

る
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
家
で
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
兵
隊
た
ち
は
村
人
た
ち
に
、何
も
材
料
が
な
い
か
ら
「
石

の
ス
ー
プ
を
作
る
」
と
言
う
の
で
す
。「
石
か
ら
ス
ー
プ
を
作

る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
考
え
た
村
人
た
ち
は
、
次
々

に
兵
隊
た
ち
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
、
最
後
に
は
た
く
さ

ん
の
食
材
を
言
わ
れ
る
ま
ま
に
持
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
物
語
が
と
て
も
小
気
味
よ
い
、
フ
ラ
ン

ス
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
民
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
本

で
す
。

こ
の
場
面
は
つ
い
に
ス
ー
プ
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、明
る
い
松
明
が
焚
か
れ
、

素
晴
ら
し
い
宴
会
が
始
ま
り
ま
す
。
村
人
た
ち
は
「
こ
ん
な

に
お
い
し
い
ス
ー
プ
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

村
人
た
ち
は
大
い
に
食
べ
て
、
大
い
に
飲
み
ま
す
。
そ
し
て

み
な
で
歌
っ
て
踊
り
ま
す
。
歌
と
踊
り
は
夜
中
ま
で
続
き
ま

す
。
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
村
人
た
ち
の
表
情
は
、
み
な

笑
顔
で
、
喜
び
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
幸
せ
な
場
面
の
背

景
に
は
、
実
は
戦
争
に
よ
る
飢
え
や
貧
困
が
あ
り
ま
す
。
兵

隊
た
ち
は
戦
争
で
身
も
心
も
す
り
減
ら
し
て
き
た
身
の
上
で

す
。
２
日
間
何
も
食
べ
ず
に
歩
い
て
よ
う
や
く
こ
の
村
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
一
方
の
村
人
た
ち
も
戦
争
で
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
自
分
と
自
分
の
家
族
を
守
る
の
に
必
死
で
、
よ
そ

か
ら
流
れ
着
い
て
き
た
兵
隊
た
ち
に
食
べ
も
の
を
分
け
て
や

る
と
い
う
心
の
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
場
面
は
よ
り
輝
い
て
見
え
ま
す
。
翌
朝
、
村
人
た
ち
が

兵
隊
を
見
送
り
す
る
場
面
も
印
象
的
で
す
。
村
人
た
ち
は「
あ

な
た
が
た
に
は　

い
い
こ
と
を　

お
し
え
て
も
ら
っ
た
。
な

ん
て　

れ
い
を　

い
っ
た
ら　

い
い
だ
ろ
う
」「
こ
れ
か
ら　

わ
し
ら
は
、
も
う　

た
べ
も
の
に　

こ
ま
る
こ
と
は　

な
い
。

だ
っ
て
、
石
か
ら　

ス
ー
プ
を　

つ
く
る
こ
と
を　

お
ぼ
え

た
ん
だ
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。
村
人
た
ち
は
、
兵
隊
た
ち
の

石
の
ス
ー
プ
の
お
か
げ
で
思
い
出
し
た
の
で
す
。
分
か
ち
合

え
ば
、
惜
し
み
な
く
与
え
れ
ば
、
互
い
に
幸
せ
に
な
れ
る
と

い
う
こ
と
を
。

こ
の
作
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は

丁
寧
に
時
代
考
証
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
絵
に
描
か

れ
て
い
る
食
器
や
道
具
な
ど
の
小
道
具
、
兵
隊
や
村
人
の
服

装
な
ど
を
調
査
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
優
れ
た
絵
本
作
家
た

ち
は
読
者
が
子
ど
も
だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
を
か
け
て
時
代
考

証
を
し
て
丁
寧
な
絵
本
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
に

は
、
文
章
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
見
送
り
の
場
面
で
、
村
人
た
ち
、
子
ど

も
た
ち
も
、
兵
隊
に
お
土
産
を
た
く
さ
ん
渡
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
絵
か
ら
も
、
こ
の
兵
隊
た
ち
が
ど
ん
な
に
感

謝
を
さ
れ
た
か
と
い
う
の
を
絵
に
描
き
込
ん
で
表
現
し
て
い

る
。
そ
れ
が
マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
絵
本
作
り
で
す
。

絵
本
２
冊
に
つ
い
て
、
暮
ら
し
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し

て
き
ま
し
た
が
、
暮
ら
し
と
い
う
の
は
、
共
に
作
っ
て
共
に

食
べ
る
、
そ
し
て
分
か
ち
合
う
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う

の
は
、「
人
と
人
と
が
関
わ
る
場
」
で
す
。
食
べ
も
の
を
一
緒

に
作
り
、
料
理
の
楽
し
さ
を
経
験
し
た
り
教
え
て
も
ら
っ
た

り
す
る
。
何
か
ら
食
べ
も
の
が
で
き
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
食
べ
も
の
が
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
も
面
白

い
も
の
で
す
。『
せ
か
い
い
ち
お
い
し
い
ス
ー
プ
』は
、「
無
い
」

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
「
豊
か
さ
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
共
に
暮
ら
す
、
共
に
生
き
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
こ
の
絵
本
か
ら
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『せかいいちおいしいスープ　あるむかしばなし』マーシャ・ブラウン 文・絵
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４　

絵
本
に
描
か
れ
る
食
べ
も
の 

　

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―

①
『
お
ん
ぶ
は
こ
り
ご
り
』 

こ
の
作
品
の
作
者
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
も
や
は
り
イ

ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
絵
本
作
家
で
す
。
二
度
も
ケ
イ
ト
・
グ

リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
賞 
（
現
在
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
画
家
賞
）
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
は
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の

画
家
賞
と
い
う
世
界
的
に
も
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
の
原
書
タ
イ
ト
ル
は”Piggybook”

で
す
。
こ
れ

は
翻
訳
者
の
藤
本
朝
巳
氏
が
あ
と
が
き
で
、
英
語
の
「piggy 

back

＝
お
ん
ぶ
」
と
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
と
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。
表
紙
で
は
、
マ
マ
が
、
パ
パ
と
赤
い
上
着
を
着
た

男
の
子
２
人
、
全
部
で
３
人
を
お
ん
ぶ
し
て
い
ま
す
。
マ
マ

の
顔
に
は
何
の
表
情
も
あ
り
ま
せ
ん
。
対
照
的
に
、
お
ん
ぶ

さ
れ
て
い
る
パ
パ
は
歯
を
見
せ
て
笑
っ
て
い
ま
す
。
息
子
た

ち
も
笑
顔
で
す
。
表
紙
は
絵
本
の
顔
で
す
か
ら
、
こ
の
表
紙

に
絵
本
の
内
容
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
で
は
、
絵
の
画
面
構
成
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
や
色

調
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
毎
朝
、

パ
パ
が
「
大
事
な
」
仕
事
に
、
そ
し
て
２
人
の
息
子
た
ち
が

「
大
事
な
」
学
校
へ
行
く
前
に
、
３
人
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

マ
マ
に
「
朝
ご
は
ん
は
ま
だ
ー
？
」
と
大
き
な
口
を
開
け
て
、

大
き
な
声
で
叫
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
ま
す
（
こ
の
「
大

事
な
」
と
い
う
の
は
皮
肉
で
す
）。
マ
マ
は
、
み
ん
な
が
出
掛

け
た
後
、
朝
ご
は
ん
の
片
づ
け
を
し
て
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ

を
し
て
、
ど
の
部
屋
も
掃
除
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
仕

事
に
で
か
け
ま
す
。
マ
マ
の
表
情
は
背
後
や
横
か
ら
描
か
れ

て
い
る
た
め
に
見
え
ま
せ
ん
。
マ
マ
が
家
事
を
す
る
姿
は
、

薄
暗
く
影
の
多
い
色
調
で
す
。

パ
パ
と
息
子
た
ち
が
仕
事
や
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
場
面

で
は
、
ま
た
マ
マ
に
「
夕
ご
飯
は
ま
だ
ー
？
」
と
大
き
な
口

を
開
け
て
、
大
き
な
声
で
叫
び
ま
す
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
マ
マ
が
描
か
れ
た
場
面
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

パ
ッ
と
明
る
く
て
、
鮮
や
か
な
色
調
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か

な
り
意
図
的
で
対
照
的
な
画
面
構
成
で
す
。

あ
る
日
の
夕
方
、
息
子
た
ち
と
パ
パ
が
家
に
帰
っ
て
く
る

と
、「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
マ
が
家
か
ら
出
て
行
っ
た
の
で
す
。
暖
炉
の
上
に
は
置
き

手
紙
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
に
は
「
ぶ
た
さ
ん
た
ち
の

お
せ
わ
は　

も
う
こ
り
ご
り
！
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
、
英
語
の
原
書
で
は
ひ
と
こ
と
、「You are pigs.

」
と

あ
り
ま
し
た
。
挑
戦
的
な
セ
リ
フ
で
す
。
日
本
語
訳
は
文
脈

を
と
ら
え
た
見
事
な
文
章
だ
と
感
じ
ま
す
。

パ
パ
と
息
子
た
ち
の
姿
は
こ
こ
か
ら
ブ
タ
と
し
て
描
か
れ

ま
す
。
マ
マ
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
自
分
た
ち
で
慣
れ

な
い
家
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
時
間

を
か
け
て
料
理
を
作
っ
て
も
、
ご
飯
は
お
い
し
く
な
い
、
台

所
の
シ
ン
ク
に
は
汚
れ
た
食
器
が
山
積
み
で
す
し
、
洗
濯
も

で
き
な
い
。
パ
パ
と
息
子
た
ち
が
困
り
果
て
て
し
ま
っ
た
と

き
、
マ
マ
は
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
絵
に
は
、

マ
マ
の
表
情
も
し
っ
か
り
と
描
か
れ
、
パ
パ
も
息
子
た
ち
も

ブ
タ
で
は
な
く
、
人
間
の
姿
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
３
人
は
自

分
た
ち
の
で
き
る
家
事
は
す
す
ん
で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
物
語
は
、
マ
マ
が
に
っ
こ
り
笑
顔
で
、
車
の
修
理

を
し
て
い
る
と
い
う
場
面
で
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
絵
本
の
原
書
は
１
９
８
６
年
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
日
本
で
は
２
０
０
５
年
に
翻
訳
版
が
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
翻
訳
版
が
出
て
ま
も
な
く
こ
の
絵
本
に
出
会
っ

た
の
で
す
が
、
か
な
り
驚
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
も
描
き
方
も
共
に
斬
新
で
、
画
期
的
な
１
冊
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

②
『
３
０
０
年
ま
え
か
ら
伝
わ
る
と
び
き
り
お
い
し

い
デ
ザ
ー
ト
』 

こ
の
作
品
は
、
西
欧
文
明
に
お
け
る
最
古
の
デ
ザ
ー
ト
で

あ
る
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ー
ル
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
お
話
で

す
。
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
果
物
を
つ
ぶ
し
て

ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
と
混
ぜ
て
冷
や
す
と
い
う
、
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
な
お
菓
子
で
す
。
そ
の
中
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
・
フ
ー
ル
と
い
う
お
菓
子
を
巡
っ
て
、

１
７
１
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
３
０
０
年
の
間
の
、

４
つ
の
時
代
、
そ
し
て
４
つ
の
場
所
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
の
お
菓
子
が
調
理
さ
れ
、
食
べ
ら
れ
て
き
た
か
が
描
か
れ

ま
す
。
お
菓
子
作
り
に
使
わ
れ
る
道
具
、
作
り
方
、
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
時
代
考
証
も
ふ
ま
え
て
丁
寧
に
描
い

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
変
わ
ら
な
い
、
お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
食
べ
る

『おんぶは こりごり』アンソニー・ブラウン 作　
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と
い
う
人
類
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
喜
び
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。原

書
は
２
０
１
５
年
に
出
版
さ
れ
て
い
て
、
２
０
１
６
年

に
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
に
は
、
曲
線
が
多

く
使
わ
れ
、
あ
た
た
か
み
の
あ
る
色
彩
な
の
で
優
し
い
印
象

な
の
で
す
が
、
内
容
に
お
い
て
は
史
実
を
取
り
扱
っ
て
い
て
、

多
様
性
と
い
う
視
点
か
ら
も
描
か
れ
た
挑
戦
的
な
１
冊
で
す
。

今
回
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
ま
す
。

１
つ
目
の
物
語
は
１
７
１
０
年
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
イ
ム

と
い
う
町
が
舞
台
で
す
。
こ
の
物
語
で
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
・

フ
ー
ル
を
作
る
の
は
女
の
子
と
お
母
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
食

事
の
場
面
で
、「
ご
は
ん
の
あ
と
、
女
の
子
と
お
母
さ
ん
は
、

青
い
お
さ
ら
に
よ
そ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
・
フ
ー
ル
を
お

父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
た
ち
に
く
ば
り
ま
し
た
。」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

２
つ
目
の
物
語
は
、
１
８
１
０
年
頃
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ウ

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
と
い
う
場
所
に
あ
る
農

場
で
の
お
話
で
す
。
奴
隷
の
女
の
子
と
お
母
さ
ん
が
ブ
ラ
ッ

ク
ベ
リ
ー
・
フ
ー
ル
を
作
っ
て
、
農
場
主
の
晩
ご
は
ん
の
後

に
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
配
り
ま
す
。
奴
隷
の
親
子
は
給
仕
す
る

だ
け
で
、
農
場
主
の
家
族
と
同
じ
食
卓
に
つ
い
て
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
親
子
は
こ
っ
そ
り
と
物

置
に
隠
れ
て
、
ボ
ウ
ル
に
残
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
・
フ
ー

ル
を
す
く
っ
て
舐
め
ま
す
。

３
つ
目
の
物
語
の
舞
台
は
１
９
１
０
年
頃
の
ア
メ
リ
カ
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ボ
ス
ト
ン
で
す
。
こ
こ
で
は
、
女

の
子
と
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
デ
ザ
ー
ト

を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
文
章
に
は
「
女
の
子
と
お
母
さ
ん
は
、

お
父
さ
ん
と
弟
た
ち
に
、緑
色
の
お
さ
ら
に
よ
そ
っ
た
ブ
ラ
ッ

ク
ベ
リ
ー
・
フ
ー
ル
を
く
ば
り
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
た

べ
ま
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

４
つ
目
の
物
語
は
２
０
１
０
年
頃
の
ア
メ
リ
カ
、カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

男
の
子
と
お
父
さ
ん
が
、紙
の
箱
に
入
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー

２
箱
と
生
ク
リ
ー
ム
1
箱
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

他
の
３
つ
の
物
語
で
は
お
母
さ
ん
と
女
の
子
が
ブ
ラ
ッ
ク
ベ

リ
ー
・
フ
ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
男
の
子
と

お
父
さ
ん
が
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
・

フ
ー
ル
を
食
べ
る
場
面
で
は
、
国
籍
や
人
種
、
性
別
も
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
が
、み
ん
な
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
い
て
、「
男

の
子
と
お
父
さ
ん
が
、
白
い
お
さ
ら
に
よ
そ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク

ベ
リ
ー
・
フ
ー
ル
を
く
ば
る
と
、
み
ん
な
、
ぺ
ろ
り
と
た
い

ら
げ
ま
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
に
は
奴
隷
も
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
の
中
で
、
確
実
に
人
種
差
別
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

の
人
権
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
国
連
女
性
機
関

（UN W
om

en

）
日
本
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い

る
解
説
を
引
用
す
る
と
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
男
性
・
女
性

で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
社
会
的
属
性
や
機
会
、

女
性
と
男
性
、
女
児
と
男
児
の
間
に
お
け
る
関
係
性
、
さ
ら

に
女
性
間
、
男
性
間
に
お
け
る
相
互
関
係
を
意
味
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
社
会
的
属
性
や
機
会
、
関
係
性
は
社
会
的
に
構

築
さ
れ
、
社
会
化
さ
れ
る
過
程
（socialization process

）
に

お
い
て
学
習
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
時
代
や
背
景
に

特
有
で
あ
り
、
変
化
し
う
る
も
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
家

庭
に
お
け
る
「
性
別
役
割
分
業
意
識
」
は
文
化
の
中
に
沁
み

込
ん
で
、世
代
間
で
継
承
さ
れ
る
価
値
観
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
と
い
う
の
は
、
人
権
の
問
題
、
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ

る
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。家
庭
に
お
い
て
、大
人
も
子
ど
も
も
、

一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
尊
ば
れ
る
こ
と
と
い
う
の
が
大
切
な

の
で
は
な
い
か
。
性
別
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
、
人
種
、
文

化
な
ど
属
性
や
個
性
を
互
い
に
理
解
し
、互
い
に
尊
重
し
合
っ

て
暮
ら
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
？　

自
分
と
は
異
な
る
も

の
や
、
異
な
る
考
え
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
す
る
の
か
？　

既

存
の
考
え
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
価
値
、
意

識
を
創
造
す
る
の
か
？　

こ
の
２
冊
の
絵
本
か
ら
は
、
新
た

な
時
代
へ
の
足
音
が
聞
こ
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『300 年まえから伝わるとびきりおいしいデザート』エミリー・ジェンキンス 文　
ソフィー・ブラッコール 絵　横山和江 訳　あすなろ書房　2016　【Y18-N16-L147】
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む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
、
数
冊
の
絵
本
を
考
察
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
特
に
、
絵
本
が
「
社
会
や
文
化
や
歴
史
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
る
」
と
い
う
視
座
に
立
っ
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
過
去

は
こ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
か
ら
何
を
学
ん
で
、
現
在
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
、
そ
し
て
歴
史
の
教
訓
か
ら
得
ら
れ
た

も
の
を
ど
の
よ
う
に
未
来
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
絵
本
か

ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
回
述
べ
て
き
た
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
私
の
解
釈

で
す
。
ど
の
よ
う
な
芸
術
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
な
の
で

す
が
、
作
品
の
正
し
い
解
釈
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
作
品
が
作
者
の
手
元
を
離
れ
て
、
鑑
賞
者
、

読
み
手
に
届
い
た
と
き
、
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
が
生
ま

れ
ま
す
。
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
の
読
み
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
感
性
や
価
値
観
、

年
齢
、
育
っ
た
文
化
や
環
境
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
異
な
る
解

釈
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
芸
術
鑑
賞
の
醍
醐
味

と
い
う
か
、
お
も
し
ろ
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
心

を
自
由
に
し
て
、
絵
本
を
読
ん
で
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
１
冊
の
絵
本
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
と
絵
と
言
葉

を
味
わ
っ
て
み
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
大
人
は
文
字
が
読
め
て
し
ま
う
の
で
、
ど
う
し
て

も
文
字
ば
か
り
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
絵
に
何
が
描
か
れ
て

い
る
か
と
い
う
の
を
見
逃
し
が
ち
で
す
。
き
っ
と
新
た
な
発

見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
、
ご
紹
介
し
た
作
品
も
、

ぜ
ひ
絵
に
着
目
し
て
じ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
ふ
う
に
読
む

の
か
、
そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

講演の中で、生駒先生は他にも本を紹介していました。その部分をここにまとめて掲載します。

《近年出版された絵本》
『ライラックどおりのおひるごはん　みんなでたべたいせかいのレシピ』

フェリシタ・サラ 作　石津ちひろ 訳　BL 出版　2022　【Y18-N22-M103】

ライラック通り 10 番地の建物に住むさまざまな国、地域の人々が作る、世界各
国の料理がレシピ付きで紹介されています。スペインのサルモレホというトマト
の冷製スープ、メキシコのワカモレ（アボカドのディップ）など、世界各国の食
べものを紹介して、最後はそれぞれ料理を持って庭に集まって楽しい食事会にな
る、という作品です。

『きょうはふっくらにくまんのひ』
メリッサ・イワイ 作　横山和江 訳　偕成社　2022　【Y18-N22-M311】

主人公のリリという女の子が、おばあちゃんと一緒に肉まんを作ります。2 人
は肉まんを作る途中でキャベツが無いということに気が付きます。同じ建物に住
む 6 階の人に分けてもらいにいくのですが、そこの家のおばあちゃんも料理の最
中で足りない材料があって、2 階の人に分けてもらってきて、とリリに頼みます。
リリは行く先々で足りない材料を頼まれて、もらいに行っては届けることを繰り
返します。ついには、それぞれのお家のおばあちゃんが料理を持って庭に集まっ
てきて、食事会。そこへリリの弟が生まれているのですが、ふっくら肉まんのよ
うな赤ちゃんを連れて、リリの両親が帰ってくる、という幸せな終わり方です。

（次ページに続く）
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（前ページから続く）
『アグネスさんとわたし』

ジュリー・フレット 文・絵　横山和江 訳　岩波書店　2022　【Y18-N23-M66】

カナダの先住民、クリー族の少女キャセレナと、隣に住むおばあさんアグ
ネスさんとの心の交流を描く作品です。お母さんと 2 人で新しい家に引っ越し
てきたキャセレナ。自分の家から見えるお隣の家に遊びに行って、そこに住
むアグネスさんというおばあさんと仲良しになります。アグネスさんは年老
いているのでだんだん体調が悪くなっていきます。キャセレナはお母さんと
一緒に、アグネスさんの大好物である鮭のシチューをお見舞いに持っていき
ます。キャセレナは冬の間に衰弱して寝たきりになったアグネスさんに春の

訪れを見せてあげたいと、自分が描いたたくさんの植物や動物の絵を持って、部屋の壁に貼ってあげ一緒に時
間を過ごします。自然描写が美しい作品です。

これらの 3 冊に共通するテーマは、もちろん食べものでもあるのですが、多様な民族、多様な食文化、そして
交流であり共生です。現代的な課題をテーマとして取り扱っています。

《その他》
『黒ねこのおきゃくさま』

ルース・エインズワース 作　荒このみ 訳　山内ふじ江 絵　
福音館書店　1999　【Y9-M99-203】

『マローンおばさん』
エリナー・ファージョン 著　エドワード・アーディゾーニ 絵　
阿部公子 , 茨木啓子 訳　こぐま社　1996　【KS156-G52】

人生 100 年と言われますが、人生の折り返し地点を過ぎ
てくると、これからどのように生きていったらいいのかと

考えずにはいられなくなります。私にとって、こういう生き方をお手本にしたいなと思えるのが、この 2 つのお
話です。どちらも年老いて、世間から打ち捨てられた貧しい人物が主人公です。生きていくのに食べものはも
ちろん必要でしょう。食糧は財産でもあるともいえます。年老いて、もし、自分がわずかな食糧、財産しか持っ
てなかったら……全く見知らぬお客に分け与えることができるでしょうか……。主人公である貧しい老人たち
は、わずかな自分の食べものを全て、見ず知らずの客である動物に分け与えます。

この 2 つの物語には、深い人間洞察があると思います。老いることへの恐怖とか不安は親しい方々からもよ
く聞きますし、私自身も感じています。でも老熟という言葉があるように、人として成熟していけるという可
能性があることに気付かされます。死を迎えるその日その時まで、自己顕示や保身ではなく、自分の財産であ
る食べものを惜しみなく他者に分け与えるという尊い行いが出来るのだという希望が見えてきます。老いは人
間の極限状態かもしれません。その時にこそ人の本質というか、真の美しさがにじみ出てくるのだと思います。
地位も名誉も財産も何もかもなくなったところに、本当の自分があらわれるのかもしれません。いつか、この
物語の主人公のようになれたらと思いながら日々暮らしています。

『物語のティータイム　お菓子と暮らしとイギリス児童文学』
北野佐久子 著　岩波書店　2017　【KS74-L128】

児童文学作品を中心に、出てくる食べものが、著者のイギリス生活とレシピなどと
ともに紹介されていて非常に興味深かったのでご紹介しておきます。
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令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
８
月
に
「
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
「
他
機

関
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
」
に 

、
気
象
庁
の
天
気
図

（https://dl.ndl.go.jp/pid/12896309

）
が
収
録

さ
れ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
気
象
庁
の
天
気
図
は
明
治
16

（
１
８
８
３
）
年
３
月
か
ら
令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
９
月
ま
で
の
約
１
４
０
年
分
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
初
期
の
天
気
図
作
成
の
頃
の
気

象
観
測
環
境
な
ど
を
簡
単
に
眺
め
て
み
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
当
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
入
手
困
難
資
料
に
つ
い
て
、
公
共
図
書
館
、
大
学

図
書
館
等
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
形
式
で
収
集
、
保
存
し
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
利
用
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
は
、国
立
国
会
図
書
館
支
部
気
象
庁
図
書
館（
以
下 

気
象
庁
図
書
館
）か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
提
供
を
受
け
た
約
１
４
０
年
分
の
天
気
図
が
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
気
象
庁
図
書
館
の
職
員
に
、
日
本
で
天
気
図
の
発
行
が
始
ま
っ
た
頃
の
天
気
図
作

成
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
路　

浩
一

（
気
象
庁
情
報
基
盤
部
情
報
政
策
課
文
献
係
長
）

天
気
図
発
行
開
始
の
頃

　
―���

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

���

　
公
開
さ
れ
た
気
象
庁
の
天
気
図
か
ら
―

図１  風力計台（撮影年不詳　明治から大正時代
撮影）＜気象庁図書館所蔵＞

　　※写真の画質調整を行っています。
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１
．�

天
気
図
作
成
の
た
め
の

　
　

気
象
観
測
の
始
ま
り

　　

気
象
庁
の
始
ま
り
の
組
織
で
あ
る
東
京
気
象
台

は
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
６
月
に
東
京
府
第

２
大
区
（
の
ち
赤
坂
区
）
溜
池
葵
町
で
気
象
観
測

を
開
始
し
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
７
月
に
は

麹
町
区
（
旧
本
丸
北き

た
は
ね
ば
し

桔
橋
門
内
）
に
移
転
し
ま

し
た
（
図
２
）。

　

同
年
８
月
に
は
、
気
象
の
観
測
方
法
を
統
一
す

る
た
め
の
「
観
測
要
略
」（『
気
象
百
年
史
』
資
料

編
30
～
35
頁
所
収
）
が
印
刷
さ
れ
地
方
の
測
候
所

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
明
治
16
（
１
８
８
３
）
年
3
月
に
は
、

天
気
図
作
成
の
た
め
に
全
国
の
22
か
所
の
測
候
所

で
同
時
観
測
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
観

測
値
が
電
報
に
よ
り
東
京
気
象
台
へ
送
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
通
の
電
報
に
は
前
日

午
後
２
時
、
同
10
時
、
及
び
当
日
午
前
６
時
の
３

回
分
の
観
測
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
各
地

の
発
信
か
ら
東
京
気
象
台
着
信
ま
で
に
要
し
た
時

間
は
、
沼
津
（
静
岡
県
）
な
ど
の
近
い
所
で
10
～

20
分
、札
幌
な
ど
の
遠
方
で
は
50
～
60
分
で
し
た
。

結
構
な
時
間
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
電
報
は
電
信

分
局
が
送
受
信
し
て
い
ま
し
た
。
電
信
で
は
電
信

線
、
局
舎
、
機
器
の
設
置
状
況
に
よ
り
、
中
継
を

必
要
と
し
ま
し
た
。
例
え
ば
札
幌
で
は
本
州
向
け

の
電
報
は
、
函
館
で
中
継
さ
れ
ま
し
た
。
中
継
は

電
報
を
専
門
の
技
術
者
が
受
け
て
次
の
電
信
分
局

に
送
信
し
て
い
ま
し
た
。
遠
方
で
間
に
中
継
が
多

く
あ
る
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地

か
ら
電
報
を
中
継
さ
れ
た
電
信
中
央
局
（
京
橋
区

木
挽
町
）
か
ら
、
東
京
気
象
台
内
の
電
信
分
局
に

22
か
所
分
の
電
報
を
順
番
で
送
信
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
遠
方
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

２
．
初
期
の
天
気
図

　

日
本
に
お
け
る
初
期
の
天
気
図
は
、
東
京
気
象

台
で
受
信
し
た
電
文
を
も
と
に
職
員
が
各
地
の
観

測
値
を
記
入
し
、
当
時
の
内
務
省
御
雇
外
国
人
で

あ
っ
て
日
本
に
お
け
る
暴
風
警
報
・
天
気
予
報
事

業
創
始
者
で
あ
る
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ

（Erw
in Knipping

）
が
等
圧
線
を
引
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、摘
要
（
天
気
の
概
況
）
は
、ク
ニ
ッ

ピ
ン
グ
が
英
文
で
書
き
、
そ
の
英
文
は
担
当
職
員

図２　 麹町区（旧本丸北桔橋門内）にあったころの東京気象台。風力計台（赤煉瓦、右ページ図 1 参照）が天守台の焼
け跡に設置されており、観測者は観測の度に天守台に上り、風力計を読み取っていた。

 　　　『東京實測全圖』第 2 幀 , 1885 年 5 月版権届 , 1887 年 4 月出版 , 内務省地理局　 縮尺 1:5000
　　　＜国立国会図書館所蔵　請求記号 YG915-3 ＞

内
務
省
地
理
局
観
測
課風力計台

（現・千代田区　皇居外苑　北の丸公園地区）（拡大図）

現・北の丸公園

北
きたはねばし

桔橋門
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に
よ
り
和
訳
さ
れ
、
英
文
・
和
文
の
２
言
語
で
記

載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
天
気
図
は
、
左
右
２

ペ
ー
ジ
の
見
開
き
で
、左
は
「
天
気
図
」、右
は
「
天

気
報
告
」
欄
で
し
た
。

　

明
治
16
（
１
８
８
３
）
年
３
月
１
日
の
天
気
図

を
見
て
み
ま
す
（
図
３  ‐  
１
・２
）。

　

当
時
の
天
気
は
、
18
地
点
が
曇
り 

、
他
は
快

晴
： 

の
び
る

野
蒜
（
宮
城
県
）、
晴
：
浜
松
（
静
岡
県
）、
雨
：

鹿
児
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
が
引

い
た
と
い
う
等
圧
線
は
東
西
に
７
６
９
水
銀
柱

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
１
０
２
３
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
）、

７
６
５
水
銀
柱
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
１
０
１
７
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル
）
の
２
本
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
天
気
報
告
」
の
「
現
象
及
変
化
」
の
表
に
は
、

測
候
所
22
地
点
中
、
宮
古
（
岩
手
県
）
を
除
く

21
地
点
に
観
測
値
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮

測
値
の
記
載
の
仕
方
と
し
て
、「
天
気
報
告
」
に

「
氷
点
は
０
℃　

氷
点
上
の
十
及
廿
度
は
、

10°
、

20°
、
氷
点
下
の
十
及
廿
度
は
90
、
80
」
と
あ
り
ま

す
。
１
０
０
を
基
準
に
と
り
氷
点
下
10
度
な
ら
ば

１
０
０

−

10
＝
90
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
天

気
図
」
と
「
天
気
報
告
」
で
新
潟
の
気
温
は
98
と

あ
り
ま
す
が
、
氷
点
下
２
度
を
示
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
98
な
の
で
し
ょ
う
？

　

こ
れ
は
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
が
電
報
の
通
報
型
式

京都時午前 6 時と氷点下の記載部分

Erwin Knipping（1844 ～1922）
エルヴィン・クニッピング

ド イ ツ クレ ー ヴ ェ 生 ま れ。
オ ラ ン ダ の 商 船 学 校 で 学
ぶ。航 海 士として 遠 洋 航 海
に 従 事 す る。明 治4(1871)
年 に 東 京 で 下 船し、開 成 学
校 で 数 学、ド イ ツ 語 を 教 え
る。明 治9(1876) 年、内 務
省 駅 逓 寮 に 雇 わ れる。明 治
15(1882) 年内務省地理局・
暴 風 雨 取 調 掛となり、暴 風
警 報 事 業 編 成 に 当 たる。明
治16(1883) 年5 月26 日最初

の暴風警報を発表する。技術者育成、天気予報業務
の 基 本を確 立し、明 治24(1891) 年3 月満 期 解 雇。同
年ドイツに帰国、その後ハンブルグ海洋気象台で勤
務した。
肖像写真：気象庁図書館所蔵

荒井郁之助（1836 ～1909）
 あらい・いくのすけ

江 戸 湯 島 生 ま れ。昌 平 黌
に学ぶ。軍艦操練所頭取、
講 武 所 取 締 役 と な る。明
治元(1868) 年に榎本武揚
らと箱 館 に 行 き、抗 戦。明
治 ５(1872) 年 開 拓 使 に
出 仕。北 海 道 の 測 量 を 実
施。明 治10(1877) 年 内 務
省 地 理 局 測 量 課 長。地 理
局 次 長、地 理 局 気 象 課 長
を 経 て、明 治23(1890) 年
8 月 中 央 気 象 初 代 台 長と

なる。明 治24(1891) 年3 月31 日 退 官。全 国 に 測 候
所を創設し、暴風警報・天気予報の事業を創設し、
気 象 事 業 の 基 礎を確 立した。全 国 大 三 角 測 量 の 創
始、標 準 時 の 制 定、日本 最 初 の 皆 既日食 観 測( 明 治
20 年8 月新 潟 県) などの 業 績 が ある。退 官 後、榎 本
武揚らと浦賀ドックの創設にあたった。
肖像写真：「近代日本人の肖像」
https://www.ndl .go. jp/portrait/datas/6127/

図 3-1　初期の「天気報告」　明治 16（1883）年 3 月 1 日
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896310_po_18830301.pdf?contentNo=1#page=2

18国立国会図書館月報 756号 2024.4

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/6127/
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896310_po_18830301.pdf?contentNo=1#page=2


を
定
め
る
に
当
た
り
、
電
文
を
短
く
す
る
た
め
に

気
温
を
数
字
２
字
で
表
す
こ
と
に
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
例
え
ば
氷
点
下
20
度
の
場
合
、-

20
の
３

字
を
80
と
す
る
と
２
字
で
表
現
で
き
ま
す
し
、
記

号
を
用
い
ず
数
字
の
み
で
表
現
で
き
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
電
報
に
利
用
さ
れ
て
い

た
モ
ー
ル
ス
符
号
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
記
号
が
な
い

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
98
と

表
す
こ
と
で
（
氷
点
下
）-

2
度
と
（
氷
点
上
）
２

度
の
観
測
の
値
を
読
み
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
電
報
の
値
を

-

2
と
戻
さ
ず
98
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
当
時
、
日
本
に
お
い
て
は
標
準
時
が
制

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
京
都
時
、
東
京
時
、
長
崎
時

の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
地
方
時
を
観
測
時
刻

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
天

気
報
告
の
観
測
時
刻
の
記
載
を
見
る
と
、
各
地
の

地
方
時
の
時
間
差
を
考
慮
し
て
「
東
京
時
６
時
16

分
」、「
長
崎
時
５
時
36
分
」
と
し
て
お
り
、「
京

都
時
午
前
６
時
」
を
基
準
に
し
て
同
時
観
測
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
京
都
時
で

同
時
観
測
さ
れ
た
理
由
と
し
て
「
京
都
は
旧
首
府

且か
つ

皇
居
の
在
る
所
に
し
て
古
来
よ
り
日
本
図
に
は

京
都
を
以も

っ

て
本
初
子
午
線
と
為
せ
り
又
第
一
京
都

図 3-2　初期の「天気図」　明治 16（1883）年 3 月 1 日
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896310_po_18830301.pdf?contentNo=1#page=1

新潟　曇
気圧：768mmHg
気温：氷点下 2 度
※ 98 は気温で氷点下 2 度を表す
風向（８方位）：―　
風力（0-6 の 7 段階）：0

東京　曇
気圧：768mmHg
気温：1 度
風向（８方位）：N（北）
風力（0-6 の 7 段階）：1
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は
日
本
の
中
央
に
在あ

る
を
以
て
其
東
西
に
於
け

る
時
の
差
は
殆
ど
相
等
し
第
二
京
都
は
緑グ

リ
ニ
ッ
ジ威

東

経
（
９
時
03
分
）
に
於
て
殆
ど
９
時
の
所
に
在
り
」

と
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
は
述
べ
て
い
ま
す
（
堀
内
剛
二

「
本
邦
暴
風
警
報
創
業
始
末
（
４
）　

御
雇
外
人
エ

ル
ウ
ィ
ン
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
事
蹟
」『
測
候
時
報
』

21
巻
12
号
、
１
９
５
４
年
12
月
）。
な
お
、
中
央

標
準
時
は
、
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
１
月
１
日

の
天
気
図
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
天
気
報
告
」
に
は
、「
天
気
図
」
の
等
圧
線

や
天
気
概
況
を
作
成
し
た
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
と
、

当
時
の
内
務
省
地
理
局
測
量
課
長
で
あ
る
荒
井

郁い
く
の
す
け

之
助
（
後
の
初
代
中
央
気
象
台
長　

明
治
23

（
１
８
９
０
）年
８
月
２
日
～
明
治
24（
１
８
９
１
）

年
３
月
31
日
（
退
官
））
の
署
名
も
み
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
．「
天
気
図
」
の
印
刷
の

������

仕
方

　

天
気
図
の
印
刷
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
試
行
錯

誤
の
跡
が
天
気
図
に
み
え
ま
す 

。

　

明
治
16
年
３
月
中
は
陸
が
茶
色
、
海
が
青
色
、

等
圧
線
な
ど
が
黒
色
に
よ
り
印
刷
さ
れ
る
３
色
印

刷
で
し
た
が
（
前
ペ
ー
ジ 

図
３

‐

２
）、
翌
月
か

ら
は
青
色
、黒
色
の
２
色
印
刷
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
印
刷
と
い
う
図
書
資
料
的
な
面
か
ら
天
気

 文字と海・陸地部分の印刷のずれ 　

明治 16（1883）年６月 30 日午前６時

海部分の印刷のかすれ

明治 16（1883）年６月 30 日午後 10 時
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896313_
po_18830630.pdf?contentNo=30#page=1

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896313_
po_18830630.pdf?contentNo=30#page=5

経　東　威　緑 経　東　威　緑
　経線

　枠線 　経線 　枠線

午後 10 時をみると枠線の下の線は途切れることなく印刷されていますが、海の線は直線状に印刷されていない部分があることがわかります。同色ですが海
と枠線で印刷が異なるためと推定されます。また、経線（130°）が印刷されていることから経線は海とは別版と推定されます。

明治 16（1883）年４月 1 日午前６時 明治 16（1883）年４月 19 日午前６時
https://dl.ndl.go.jp/view/download/
digidepo_12896311_po_18830401.
pdf?contentNo=1#page=1

https://dl.ndl.go.jp/view/download/
digidepo_12896311_po_18830419.
pdf?contentNo=19#page=1

「函館」と海岸線をみると４月 19 日は「館」が海岸線にかかっておらず、日によるずれがわかります（矢印①）。
「Sapporo」と湖（支笏湖）をみると４月 19 日は Sa に湖が重なっており、ずれがわかります（矢印②）。また、
経線でも海岸線と陸地の境界をみると若干ですがずれがわかり、同色ですが重ね刷りされていることが推定され
ます（矢印③）。

①
②

③
　②

　①　③
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図
を
み
て
４
月
１
日
と
４
月
19
日
の
天
気
図
を
比

べ
て
み
る
と
文
字
と
海
で
囲
ま
れ
た
陸
地
な
ど
の

印
刷
の
ず
れ
が
わ
か
り
、
同
色
で
す
が
重
ね
て
刷

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
６

月
30
日
午
後
10
時
の
天
気
図
の
緑
威
東
経
部
分
の

印
刷
の
か
す
れ
で
も
版
が
わ
か
れ
て
い
る
こ
と
が

推
定
で
き
ま
す
。

　

 ４
．���

困
難
の
中
で
も
刊
行
に

������

努
め
た
「
天
気
図
」

　

天
気
図
発
行
開
始
の
翌
年
、
明
治
17

（
１
８
８
４
）
年
に
は
電
報
送
信
が
行
え
な
い
た

め
天
気
図
が
刊
行
で
き
な
か
っ
た
（
遅
れ
て
発

行
さ
れ
た
）
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
官
報
』（
第

三
百
六
十
八
号
、
明
治
17
年
９
月
17
日
）
に
以

下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　

一
昨
十
五
日
各
地
暴
風
雨
の
た
め
電
信
不
通　

　
　

に
付
開
通
ま
て
天
気
図
を
刊
行
せ
す

　
　

明
治
十
七
年
九
月
十
七
日　

内
務
省
地
理
局

　

こ
の
辺
り
の
天
気
図
を
み
て
み
る
と
明
治
17
年

９
月
15
日
月
曜
日
午
後
２
時
の
「
現
象
及
変
化
」

の
表
の
欄
外
に
は
「
延
着
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す

（ 

図
４
）。
16
日
も
同
様
で
す
。

図 4　明治 17（1884）年 9 月 15 日月曜日午後 2 時
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896328_po_18840915pdf?contentNo=15#page=4

着　延

図 5　明治 17（1884）年 9 月 17 日水曜日午前 6 時
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896328_po_18840917.pdf?contentNo=17#page=2

ス版再へ加ヲ報電達遅

21 国立国会図書館月報 756号 2024.4

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896328_po_18840915pdf?contentNo=15#page=4
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12896328_po_18840917.pdf?contentNo=17#page=2


「一昨十五日各地暴風雨ノタメ電信不通ニ付開通マテ天気図ヲ刊行セ
ス」『官報』第 368 号 , 1884 年 9 月 17 日 , p.10 
https://dl.ndl.go.jp/pid/2943573/1/6

「標準時ト各地方時トノ差」『官報』第 1203 号 , 1887 年 7 月 4 日 , 
p.10
https://dl.ndl.go.jp/pid/2944437/1/6

「標準時ノ施行」『官報』第 1343 号 , 1887 年 12 月 19 日 , p.13
https://dl.ndl.go.jp/pid/2944577/1/7

逓信省 編『通信事業五十年史』逓信省 ,1921
https://dl.ndl.go.jp/pid/960186

梶間百樹「大震災後の予報及警報実況」藤原咲平 編『関東大震災調
査報告』気象篇 , 中央気象台 ,1924, pp.130-135
＜請求記号 14.6 ニ -239 ＞

東京天文台 編『理科年表』第 1 冊 ( 大正 14 年 ), 東京天文台 ,1925
https://dl.ndl.go.jp/pid/977669

中央気象台 編『中央気象台一覧』中央気象台 ,1926
https://dl.ndl.go.jp/pid/984998

『東京中央電信局沿革誌』東京中央電信局 ,1931
https://dl.ndl.go.jp/pid/1881918

中央気象台 編『中央気象台一覧』中央気象台 ,1937
https://dl.ndl.go.jp/pid/1114406

堀内剛二「本邦暴風警報創業始末 (4)　御雇外人エルウィン・クニッ
ピングの事蹟」『測候時報』21(12),1954.12, pp.363-368
https://dl.ndl.go.jp/pid/3483537/1/11

『東京中央電報局沿革史』電気通信協会 ,1958
https://dl.ndl.go.jp/pid/2487930

日本電信電話公社電信電話事業史編集委員会 編『電信電話事業史』
第 1 巻 , 電気通信協会 ,1959
https://dl.ndl.go.jp/pid/2490977

熊本電報百年史編集委員会 編『熊本電報百年史』熊本電報局 ,1968
https://dl.ndl.go.jp/pid/3452174

『気象百年史』気象庁 ,1975
本編　https://dl.ndl.go.jp/pid/9673977
資料編　https://dl.ndl.go.jp/pid/9673978

竹田邦子「震災直後の天気図」『気象庁図書月報』40(5), 気象
庁 ,1994.8/9, p.59 ＜請求記号 Z21-36 ＞

※引用の旧字は新字に、カナは平仮名に改めました。

　

17
日
午
前
６
時
に
は
「
遅
達
電
報
を
加
へ
再

版
す
」
と
あ
り
ま
す
。「
摘
要
」
部
分
に
「
長
崎
、

鹿
児
島
、
岐
阜
、
浜
松
及
沼
津
よ
り
電
報
達
せ
す
」

と
あ
り
ま
す
が
、
観
測
値
は
記
載
さ
れ
て
お
り
、

遅
達
電
報
の
観
測
値
を
加
え
再
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ 

図
５
）。

　

そ
の
後
も
22
日
午
後
２
時
頃
ま
で
断
続
的
に

「
遅
達
電
報
を
加
へ
再
版
す
」
の
記
載
が
み
ら
れ

ま
す
。
19
日
午
後
２
時
は
「
九
州
よ
り
電
報
達
せ

す
」
と
あ
り
、
長
崎
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、
宮
崎
の

観
測
値
は
空
欄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
遅

達
電
報
を
加
え
た
再
作
成
は
行
わ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
の

関
東
大
震
災
の
時
は
、
中
央
気
象
台
の
観
測
業
務

は
継
続
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
気
図
の
発
行
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
時
、
全
国
天
気
予
報
暴
風
警

報
に
関
す
る
事
務
の
執
行
を
神
戸
の
海
洋
気
象
台

で
代
行
し
て
い
ま
す
。
中
央
気
象
台
で
は
９
月
21

日
に
仮
製
天
気
図
（
第
１
号
）
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
８
月
に
刊
行
さ
れ

た
『
関
東
大
震
災
調
査
報
告
』
気
象
篇
に
収
め
ら

れ
た
予
報
係
梶
間
百
樹
「
大
震
災
後
の
予
報
及
警

報
実
況
」
に
よ
る
と
「
石
版
、
印
刷
の
準
備
に
努

め
た
結
果
二
十
一
日
始
め
て
天
気
図
を
印
刷
し
得

る
に
至
り
、
こ
の
日
仮
製
第
一
号
天
気
図
を
発
行

し
た
。
爾じ

ら
い来

日
曜
日
、
祭
日
を
除
き
（
但
し
暴
風

等
で
特
に
其
必
要
あ
る
場
合
は
発
行
し
た
事
も
あ

る
）
引
続
き
発
行
し
て
居
る
。」  

と
あ
り
、日
曜
日
、

祭
日
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
例
外
発
行

日
：
大
正
13
年
１
月
３
日
（
木
）（
元
始
祭
）、
１

月
６
日
（
日
））。

　

な
お
、
６
月
14
日
（
土
）
ま
で
は
天
気
図
に
仮

製
天
気
図
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
６
月
15
日（
日
）

は
未
発
行
で
、
６
月
16
日
（
月
）
以
降
タ
イ
ト
ル

に
仮
製
天
気
図
の
記
載
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

日
以
降
日
曜
日
、
祭
日
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　

明
治
16
（
１
８
８
３
）
年
３
月
１
日
に
作

成
さ
れ
た
天
気
図
は
関
東
大
震
災
、
昭
和
15

（
１
９
４
０
）
年
の
雷
災
に
よ
る
大
手
町
の
火
災

（
中
央
気
象
台
大
手
町
本
館
類
焼
）、
東
京
大
空
襲

を
免
れ
気
象
庁
図
書
館
の
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

今
回
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
と
し
て

新
た
に
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○主な参考文献
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初
め
ま
し
て
。
私
は
図
書
館
と
図
書
館
情
報
学
に
関
す

る
最
新
の
情
報
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
カ
レ
ン
ト

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
ポ
ー
タ
ル
」（
Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
）
の
運

営
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
の

名
前
を
聞
く
と
い
う
方
に
は
図
書
館
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
の
よ
う
な
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

有
用
な
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
た
め
に
は
、
新
鮮
な
情

報
を
大
量
に
収
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
係
員
４
人

で
ウ
ェ
ブ
の
隅
々
ま
で
、
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
を
漏
ら
さ
ず

収
集
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
か

ら
に
は
信
頼
性
が
重
要
で
す
。
情
報
源
に
信
頼
は
お
け
る

の
か
、
基
本
的
な
事
実
確
認
は
と
れ
て
い
る
の
か
、
特
定

の
企
業
や
団
体
の
宣
伝
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
に
配
慮

し
な
が
ら
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
の
実
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
２
０
２
３
年
に
よ
く
読
ま
れ
た
記
事
上
位
５
件
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
（
本
文
は
ぜ
ひ
Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
上
で
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
）。

１
位　

�Tim
es�H

igher�Education
（TH

E

）
社
、
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
を
公
開

２
位�����

文
部
科
学
省
、「「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成

Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

作
成
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
発
出

３
位�　

�

大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
・
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

４
位�　

�

図
書
館
に
お
け
る
返
却
遅
れ
を
減
ら
す
試
み

：　

M
icrosoft�Team

s

を
活
用
し
た
ナ
ッ
ジ
に
よ
る
延
滞

図
書
の
督
促
（
文
献
紹
介
）

５
位��　

�「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決

定

：

公
民
館
・
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
活
用

等　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
を
図
書
館
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
と

表
現
し
ま
し
た
が
、
取
り
上
げ
る
話
題
は
非
常
に
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
１
位
が
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

の
記
事
と
な
っ
た
の
は
、
Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
の
読
者
の
お
よ

そ
半
数
が
大
学
図
書
館
員
の
方
々
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し

た
結
果
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
位
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
は
一
見
図
書
館
と
関
係
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
図
書
館
を
取
り
巻
く

社
会
に
目
を
向
け
、
広
く
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
す
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
位
の
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
に

関
す
る
記
事
は
公
共
図
書
館
に
よ
る
新
規
性
の
あ
る
取
組

を
取
り
上
げ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
Ｃ
Ａ
ポ
ー
タ
ル
ら
し
い

と
言
え
ま
す
。

　

図
書
館
界
の
今
を
伝
え
る
べ
く
、
毎
日
更
新
さ
れ
る
Ｃ

Ａ
ポ
ー
タ
ル https://current.ndl.go.jp

に
ぜ
ひ
今

度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　

（
図
書
館
協
力
課
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
事
務
局
員
Ｐ
）

カレントアウェアネス的
2023年の5大ニュースは？CAポータルでよく扱う話題をタグクラウドで視覚的に表したものです。

話題は多岐にわたりますが、「学術情報流通」「デジタル化」「災害」など
の登場頻度が高いことが分かります。

https://current.ndl.go.jp
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本
書
は
、
教
育
関
係
の
書
籍
の
出
版
や
事

業
を
手
が
け
る
旺
文
社
が
創
業
90
周
年
を
記

念
し
て
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
に
刊
行
し

た
社
史
で
あ
る
。
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年

に
創
業
し
た
旺
文
社
は
、
学
生
向
け
の
通
信

添
削
教
育
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
多
く
の
学
習

参
考
書
を
出
版
し
て
き
た
。
本
書
を
ひ
も
解

く
と
、
社
史
で
は
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で

に
同
社
が
出
版
し
た
数
々
の
学
習
参
考
書
の

紹
介
が
中
心
に
据
え
ら
れ
、
さ
な
が
ら
学
習

参
考
書
の
展
示
図
録
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
。
学
生
時
代
に
何
度
も
手
に
取
っ
た
懐
か

し
い
受
験
参
考
書
に
再
会
し
た
り
、
社
会
人

と
な
っ
た
現
在
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
資

格
対
策
書
な
ど
を
改
め
て
見
つ
め
返
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
、
高
校
生
向
け
の
受
験
参
考
書

や
受
験
情
報
誌
、
幼
児
・
小
中
学
生
向
け
の

学
び
本
、
一
般
向
け
の
書
籍
や
資
格
対
策
書

な
ど
、
幅
広
い
年
代
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た

書
籍
が
満
遍
な
く
、
写
真
と
解
説
に
よ
り
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
創
業
し
て
間
も

な
い
１
９
３
０
年
代
に
刊
行
さ
れ
、
現
在
も

販
売
さ
れ
続
け
て
い
る『
英
語
基
本
単
語（
熟

語
）
集
』（
通
称

：

「
豆
単
」）、『
英
文
標
準

問
題
精
講
』（
通
称

：

「
英
標
」）
な
ど
の
受

験
参
考
書
や
、『
螢
雪
時
代
』（
創
刊
時
は
『
受

験
旬
報
』）、『
全
国
大
学
入
試
問
題
正
解
』（
創

刊
時
は
『
入
学
試
験
問
題
詳
解
』）
と
い
っ

た
受
験
情
報
誌
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
刊
行
さ

れ
た
当
時
の
社
会
背
景
や
受
験
事
情
、著
者
・

編
者
の
想
い
や
編
集
の
様
子
、
そ
し
て
、
社

会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
改
訂
を
重
ね
て
現
在

に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、昭
和
59（
１
９
８
４
）

年
に
刊
行
さ
れ
、「
豆
単
」
や
「
英
標
」
と

と
も
に
同
社
を
代
表
す
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
『
英
単
語
タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
９
０
０
』

の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
は
異
な
る
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
当
時
の
編
集
部
の
奮
闘
ぶ
り
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
。

　

さ
ら
に
は
、
書
籍
以
外
に
も
、
大
学
受
験

を
め
ぐ
る
地
域
間
格
差
を
な
く
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
「
大
学
受
験
ラ
ジ
オ

講
座
」（
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
～
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年
）
や
い
ち
早
く
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
や
偏
差
値
を
導
入

し
て
実
施
さ
れ
た
「
旺
文
社
模
試
」（
昭
和

29
（
１
９
５
４
）
～
平
成
12
（
２
０
０
０
）

年
）、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
か
ら
運
営

を
開
始
し
た
受
験
情
報
サ
イ
ト
「
大
学
受
験

パ
ス
ナ
ビ
」
な
ど
の
事
業
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、「「
学

ぶ
人
」
の
力
に
な
り
た
い
」
と
社
会
の
変
化

に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
旺
文
社
の
90
年
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
同
社
の
取
組
か
ら
逆
照
射
さ
れ
る

そ
の
時
々
の
教
育
制
度
や
教
育
事
情
を
考
察

し
、
教
育
の
歴
史
の
一
側
面
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
社
史
で
も
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
の
別
冊
と
し
て
、『
英
単
語

タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
９
０
０
』
な
ら
ぬ
『
旺
文
社

タ
ー
ゲ
ッ
ト
90
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ま

さ
に
英
単
語
を
覚
え
る
よ
う
に
旺
文
社
の
歴

史
を
暗
記
し
て
（
？
）
理
解
で
き
る
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。
本
書
と
と
も
に
同
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ
タ
ル
版
も
公
開
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。                                  （
伊
藤　

暁
子
）

※本書は旺文社のホームページでデジタル版の閲覧が可能です。
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マ
イ
ク
ロ
製
品
を
作
成
す
る
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

と
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
つ
い
て

次
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
、
マ
イ
ク
ロ
製
品
を
作
成
す
る
た
め

の
機
器
や
材
料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
申
込
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
１
日
か
ら
新
た
な
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

〇
３
月
31
日
で
終
了
し
た
複
写
サ
ー
ビ
ス

・
撮
影
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
作
成
（
資
料
を
撮
影
し
て

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
作
成
）

・
マ
イ
ク
ロ
か
ら
マ
イ
ク
ロ
へ
の
プ
リ
ン
ト
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か

ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
複
製
）

な
お
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
か
ら
の
電
子
式
引
伸
（
紙
へ
の
印
刷
）

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
ま
す
。

〇
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
複
写
サ
ー
ビ
ス

撮
影
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
作
成
に
代
わ
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
通
常
の
コ
ピ
ー
機
で
複
写
を
行
わ
な
い
資
料
（
古
典

籍
資
料
、
劣
化
し
た
資
料
等
）
に
つ
い
て
、
資
料
を
撮
影
し
た

画
像
を
紙
に
印
刷
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
枚
当
た
り
の
複
写
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
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26 かくし

好きなアイドル・俳優・アニメキャラクターなどを応援する活動、通称

「推し活」。新しい社会現象に思えますが、実は昔から「推し活」が

あったのをご存じでしょうか。

本展示では、江戸時代や明治時代に人々が夢中になっていた茶屋

娘、歌舞伎役者、女義太夫に焦点を当て、当時の「推し活」の様子

を紹介します。

五渡亭国貞『やくしやにがほ絵団扇画』【 】

スマートフォンからも
ご覧になれます。

本の万華鏡
「化粧」「鉄道」「はやり病」「和菓子」「温泉」など、
のテーマで、国立国会図書館の蔵書を紹介しています。

どなたでもご覧になれる、オンライン展示です。
URL: h�ps://www.ndl.go.jp/kaleido/

https://www.ndl.go.jp/kaleido/
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